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テレックス オンライン

データ集配信システム

今l!､コンピュータに上るデータ通

仁システムはあらゆる分即で捕推し,

身近なシステムとなっているか,昭和

47年11月,公衆回線網(加人電信･

電i講)のデータj上紙言へグ)胤放は,シス

テム利川の拡人に人きなメlトソトを挙

げている(〕例えば,製造業にjjいては

従来の本社,常葉I叶及び丁場をつなぐ

′土産背理システムのネットワークか,

関係協ノJメーカー,ディラーに拡人さ

れた｡また銀行では,従来のバンキン

グ オンラインが1ii務打ノJ化を1ミなわJ〕

いと L/二のに対し,l′l軌粘j△始終サー

ビスなど顧客とグ)オンライン システム

を尖硯Lつつ,顧客サービスをi三体に

Lている｡

ここに紆う介するオンライ ン システム

は,人一千製j生業であり,かつ人きな巨牧

売綱をもつ‖虎【′l重い卜株J〔会什か,公

衆k!1線網のI剃放:を機に,テイラーにま

で拡大Lたもので,人規模なテレック

ス オンライン デ【タ駁軋イ∴システム

である｡

本システムは,同ホグ)ようにセンタ

コンピュータにミニ コンピュータ3子i

を設甚し,それにネットF別々卸装iil二を介

して仝lたlのディラーなど500子iのテレッ

クス宅内装拭をオンライ ン接続してい

る｡

3子_iのミニ コンピュータのう ち,2

子了がコミュニケーション プロセリサと

して64L叫線の辿亡請出線を′受け持ち,そ

れぞれと血結したもう1fiが処j埋を分

f11_する｡

路テイラーーで発生Lた小山′乏i‾iミ帖鞘

など災イ‾.;データは,テレックスを介L

てオンラインでセンターに集めJ)れ,

†ナわせて本社に′壬拝趨報とLて転送さ

れる｡

･方,センターーでグ)処月沌If斗と,例え

ば小l山川1荷馳てI.二など批イ∴データは,ミ

ニ

コンヒュータの｢Ⅰ刺ダイヤリ ングに

より川線接ブ統L,指左のディラーへj去

†∴される(,また,このような小向,祁

.;J.デー一夕などの一射巧Lイ.iのほか,全州500

子iのテレ･ソクス宅lノ+装ii√工,あるいは指

1ヒグループへの 一角=l■小文j去イ∴などの機

能をも′ンているし〕

本システムは,l=ヰ三】′】軌小株ノ(仝

引二と臼‾､t製作三所が協ブJf識発したもの

計算センター
ホスト コンピュータ

HITAC8700

‾千‾‾ゝ‾‾‾‾‾‾一`■‾‾

ナ

+HITAClOII(主)

｢････+
+｢

HITAClOII

(通信用)

l

ら
網制御差置
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で,そのぅ轄人効一粧は,(1)綿わ御てJなネッ

トワークグ)拡人,(2)センターー一 寸ベレ

ータの符ノJ化,(3)ホスト
コンピュー

タのfl抑軽i械,(4)障′.手汁j`策のぞ享妨

化,(5川攻城環J竜グ)政#など,セン

ターグ)連 J〕だけでも効米が人

である(_)

テレックス オンライ ン システムは､

い=二ょうに池い削が従_:ltrliりである土さ衆

′鼠言.1いlI純綿を利川するシステムへの船

人,あるいは+呪/=Ⅰヰこ1にイ∴1=に.i,I之さ什で

偶発小のディ ジタル伝j引'支術や,多_弔

化仁二j引川ifを仙川する｢新データ網+

/＼の賦ヤ三など,柁術l如及びJ心1‾‖l如かノブ

も,↑綾の苅J‾イl‾とLて人きな止克があ

る｡
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テレックス宅内装置 ら′1
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日産テレックスオンラインシステム
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ホスト コンピュータは,別に

営業所,工場などと専用回線

で結んだオンラインネットワー

クをもつ｡




